
参加費 ／ 会員 5,000 円・非会員 7,000 円・学生 3,000 円(学部学生のみ) 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
◆特別講演 （第 2 日目 12 月 4 日（日） 13：45～14：45 予定） 

「英国における早期支援の発展過程と当事者・家族のニーズ」 

演者 David Shiers   イングランド早期介入国家プログラム共同代表 
 

◆教育講演 （第 1 日目 12 月 3 日（土） 16：05～17：05 予定） 

「小児・思春期の発達と個体・環境の相互作用 ～2 つの発達コホート研究の経験から～」 

演者 Louise Arseneault  王立ロンドン大学精神医学研究所社会・遺伝・発達精神医学センター 
 

◆シンポジウム 1 （第 1 日目 12 月 3 日（土） 10：30～12：15 予定） 

「当事者・家族のニーズから早期支援の在り方を考える」 
 

◆シンポジウム 2 （第 1 日目 12 月 3 日（土） 14：20～16：05 予定） 

「初回エピソード精神病の早期支援・治療のエビデンスと実践」 
 

◆シンポジウム 3 （第 2 日目 12 月 4 日（日） 10：30～12：15 予定） 

「ARMS の若者への支援：実践力の向上と普及をめざして」 
 

◆シンポジウム 4 （第 2 日目 12 月 4 日（日） 14：45～16：30 予定） 

「早期発見・早期支援に生物学的研究が果たす役割」 
 

◆ワークショップ 1  （第 2 日目 12 月 4 日（日） 10：45～12：15 予定） 

「病初期の家族を支えるための支援技術入門」 
 

◆ワークショップ 2 （第 2 日目 12 月 4 日（日） 14：45～16：15 予定） 

「早期精神病の若者への認知行動療法入門」 
 

       ※ワークショップにつきましては、定員各50名・事前予約制・参加費別途1,000円とさせていただきます。 

詳細は下記ホームページにてご確認ください。 
 

 


